
まちの話題……………………………… ●4
市・県民税申告受付……………………… ●5〜6
人権シリーズ…………………………… ●7
いっしょに伸びよう　高田っ子……… ●9
歯のおはなし…………………………… ●11
上水道事業の概要と水質検査計画…… ●13〜16

909

20112

柳の枝に花を咲かせます（12月18日:「なごみの会」の餅花づくり）

みんなの気持ちもハモっています♪
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大
和
高
田
市
立
高
田
商
業
高
校
と
い
え
ば
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
や
野
球
部
の
活
躍
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、
最
近
放
課
後
に
な
る
と
、
美
し
い
歌
声
が
校

内
に
響
い
て
い
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
、
楽
し
い
」

　
「
歌
う
こ
と
が
、
楽
し
い
」

　
「
ハ
モ
る
こ
と
が
、
楽
し
い
」

　
「
高
校
生
活
を
、
い
っ
そ
う
楽
し

　

く
し
て
く
れ
て
い
る
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
昨
年
10
月
の
お
か

げ
祭
り
や
、
11
月
の
元
気
ウ
ィ
ー
ク
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
す
て
き
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
響
か
せ
て
い
た
、
市
立
高
田
商

業
高
校
の
『
ア
カ
ペ
ラ
同
好
会
』
の
メ

ン
バ
ー
で
す
。高

校
で
は
珍
し
い
『
ア
カ
ペ
ラ
同
好
会
』
に
つ
い
て
、

担
当
の
中
島
良
先
生
（
数
学
科
）
に
聞
き
ま
し
た
。

「
一
昨
年
、
高
田
商
業
高
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。
大
学
生

の
こ
ろ
ア
カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
で
歌
っ
て
い
た
こ
と
を
生

徒
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
や
っ
て
み
た
い
と
い
う
生
徒
が

集
ま
り
ま
し
た
。
本
校
に
コ
ー
ラ
ス
部
は
あ
り
ま
せ
ん
。

『
ア
カ
ペ
ラ
同
好
会
』
に
な
っ
た
の
は
、昨
年
４
月
で
す
」

「
平
日
の
放
課
後
、
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
午
後
６

時
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
」

歌声も みんなの気持ちも

ハモっています♪

♪
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「
音
楽
に
興
味
は
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に

何
も
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ハ
モ
ネ
プ

（
学
生
た
ち
が
ア
カ
ペ
ラ
の
日
本
一
を
競

う
テ
レ
ビ
番
組
）
を
見
て
い
た
の
で
、
２

年
生
に
な
っ
て
入
り
ま
し
た
」

「
ダ
ン
ス
ス
ク
ー
ル
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。

歌
に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
歌
手
に
な
り

た
い
で
す
」

「
楽
し
い
」

「
楽
し
い
高
校
生
活
が
も
っ
と
楽
し
く
な
っ
た
」

「
み
ん
な
が
応
援
し
て
く
れ
る
の
が
、
う
れ

し
い
」

「
学
園
祭
や
地
域
の
ラ
イ
ブ
で
歌
っ
て
い
ま

す
。
お
か
げ
祭
り
は
、
先
輩
た
ち
の
引
退

ラ
イ
ブ
と
な
り
ま
し
た
。
さ
み
し
い
け
れ

ど
、
本
当
に
楽
し
く
歌
え
ま
し
た
」

「
友
人
に
話
す
と
、
高
校
で
ア
カ
ペ
ラ
の
ク

ラ
ブ
が
あ
る
の
が
う
ら
や
ま
し
い
、
と
い

わ
れ
る
」

いままで
音楽の経験は？

アカペラを始めて、
変わったことは？

今年卒業する先輩たちと。

片塩商店街一帯で行われた、

おかげ祭りに参加しました。

「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
ピ
ア
ノ
を
習
っ
て
い

ま
し
た
。
部
活
の
見
学
で
、
先
輩
に
誘
わ

れ
ま
し
た
」

「
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。
部

活
の
見
学
で
、
先
輩
に
誘
わ
れ
ま
し
た
」

「
小
学
校
は
、
コ
ー
ラ
ス
部
で
し
た
。
中
学

校
は
、
吹
奏
楽
。
高
校
生
に
な
り
、
今
ま
で

に
や
っ
て
い
な
い
こ
と
を
し
て
み
た
か
っ
た
」

「
ハ
モ
る
の
は
、
楽
し
い
。
き
れ
い
に
ハ
モ

れ
た
時
は
、
気
分
も
す
っ
き
り
」

「
入
っ
た
当
初
は
、
あ
ま
り
上
手
に
歌
え
な

か
っ
た
け
れ
ど
、あ
る
曲
を
歌
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
満
足
な
気
持
ち
で
歌
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」

「
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
、
応
援
し
て
く
れ
る
。

う
れ
し
い
」

「
先
生
方
も
、
応
援
し
て
く
れ
て
い
ま
す
」

「
す
て
き
な
ク
ラ
ブ
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
先

輩
に
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

市立高田商業高校
アカペラ同好会

メンバーへ
質　問
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♪アカペラ同好会からメッセージ♪

「市商生になって、一緒に歌いませんか！」

「ハモることは、楽しい。わたしたちと一緒に、
一生懸命取り組む仲間を待っています」

「やる気があれば、まずやってみよう」

「最初から、うまくできるわけじゃない」

「中学生の時は、運動部にいた人もいます。
文化系のクラブにも、やりがいや楽しみもあります」

「歌で、全国をめざすこともできますよ」

　

今
回
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
テ
レ
ビ
番
組
「
青
春
ア
カ
ペ

ラ
甲
子
園　

全
国
・
ハ
モ
ネ
プ
リ
ー
グ
12
（
略
し
て
ハ

モ
ネ
プ
）」
に
出
場
し
た
の
は
、
中
島
光
旗
さ
ん
（
２
年

生
）、
速
水
浩
貴
さ
ん
（
１
年
生
）、
二
宮
実
莉
さ
ん
（
１

年
生
）、赤
井
美
月
さ
ん
（
１
年
生
）、辻
本
桃
果
さ
ん
（
１

年
生
）、
川
上
彰
平
さ
ん
（
１
年
生
）
の
６
名
、
チ
ー
ム

名
を
『
ギ
フ
ト
♪
』
と
し
ま
し
た
。「
学
生
で
あ
る
こ
と
」

を
条
件
に
、
７
２
３
組
３
、６
４
２
人
か
ら
選
ば
れ
た
24

組
に
残
り
、
東
京
で
の
最
終
予
選
を
通
過
し
、
最
終
15

組
の
う
ち
、
唯
一
の
高
校
生
チ
ー
ム
と
し
て
、
本
戦
出

場
を
決
め
ま
し
た
。

　

先
輩
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
、
先
生
が
応
援
し
て
く
れ
、

出
場
を
み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
た
の
が
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
そ
う
で
す
。
出
場
で
き
た
こ
と
も
う
れ
し
い

け
れ
ど
、
先
生
や
先
輩
と
出
会
い
、
ア
カ
ペ
ラ
と
出
会

え
た
こ
と
を
心
か
ら
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

12
月
24
日
、
東
京
へ
の
出
発
を
翌

日
に
控
え
、

「
進
学
を
前
に
出
場
で
き
な
か
っ

た
先
輩
た
ち
の
思
い
を
胸
に
、
本

戦
出
場
の
夢
を
か
な
え
た
い
」

と
、
熱
く
語
っ
て
い
ま
し
た
。

創設１年にして、

念願の番組出演

一緒に歌いませんか！
高田商業高校で待っています

編
集
後
記

『
青
春
ア
カ
ペ
ラ
甲
子
園　

全
国
・

ハ
モ
ネ
プ
リ
ー
グ
12
』
に
出
場
し

て
、
帰
っ
て
き
た
メ
ン
バ
ー
に
感
想

を
聞
き
ま
し
た
。

♪
中
島
先
生

「
自
分
が
出
場
し
た
時
よ
り
も
、

緊
張
し
ま
し
た
。
本
番
が
一
番

い
い
で
き
で
し
た
」

♪
メ
ン
バ
ー
か
ら

「
唯
一の
高
校
生
で
、
周
り
の
レ

ベ
ル
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

で
も
、
そ
の
中
で
歌
う
こ
と
が

で
き
て
、
楽
し
か
っ
た
」

「
聞
い
て
い
る
人
が
、
も
っ
と
楽

し
く
聞
い
て
く
れ
る
よ
う
に
歌

い
た
い
」

「
曲
に
合
わ
せ
た
感
情
を
表
現
し

て
、
歌
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
」

「
再
挑
戦
し
ま
す
！
」

　

全
国
レ
ベ
ル
で
歌
う
場
を
体
験
し

て
、
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
、
と

い
う
メ
ン
バ
ー
の
心
意
気
を
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
す
ま
す
、
す
て
き
な
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
、
大
和
高
田
に
響
か
せ
て

く
だ
さ
い
。　
　

出演の合間に
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２
月
は「
水
質
改
善
強
化
月
間
」
で
す

　

ぼ
く
の
い
え
ち
か
く
に
は
、
大
和
川
は
あ
り
ま
せ
ん
。
く
る

ま
で
い
か
な
い
と
だ
め
な
ん
で
す
。

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
か
ぞ
く
で
甲
子
え
ん
き
ゅ

う
じ
ょ
う
に
や
き
ゅ
う
を
み
に
い
く
ま
え
に
、
大
和
川
で
あ
そ

び
ま
し
た
。
大
和
川
の
川
の
う
え
に
、
て
っ
き
ょ
う
が
あ
っ
て
、

そ
こ
に
こ
い
の
ぼ
り
が
た
く
さ
ん
お
よ
い
で
い
ま
し
た
。

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
、
き
ょ
う
だ
い
、
お
と
も
だ
ち
が

い
っ
ぱ
い
で
と
て
も
き
も
ち
よ
さ
そ
う
に
お
よ
い
で
い
ま
し
た
。

た
の
し
そ
う
に
、
お
よ
い
で
い
ま
し
た
。

ぼ
く
も
、
大
和
川
の
こ
い
の
ぼ
り
み
た
い
な
お
と
も
だ
ち
た
く

さ
ん
で
き
た
ら
い
い
な
と
お
も
い
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
な
ら
な
い
と
、
こ
い
の
ぼ
り
に
あ
え
な
い
け
ど
、

ま
た
つ
ぎ
も
ぜ
っ
た
い
み
に
い
き
た
い
で
す
。

お
と
も
だ
ち
を
た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
、
大
和
川
の
こ
い
の
ぼ
り

に
あ
い
に
い
き
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
の
大
和
川

高田こども園
黒澤勝響さん

大
和
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

審
査
委
員
長
賞

　

市
内
の
川
が
流
れ
込
む
大
和

川
の
水
は
、
国
土
交
通
省
の
集
計

で
、
平
成
21
年
は
全
国
ワ
ー
ス
ト

３
位
と
い
う
状
況
で
す
。

　

汚
れ
の
原
因
の
80
％
以
上
が
、

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
26
回
大
和
川
コ
ン
ク
ー
ル

（
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
主

催
）
作
文
の
部
に
お
い
て
、
大
和

川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
審
査

委
員
長
賞
を
受
賞
し
た
黒
澤
勝

響
さ
ん
（
５
歳
）
の
作
品
を
、
２

月
の
「
水
質
改
善
強
化
月
間
」

に
あ
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

き
れ
い
な
川
を
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
は
、
私
た
ち
が
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
こ
れ
を
機

に
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

大字奥田「蓮取り行事」に市長感謝状
平成遷都1300年祭に貢献

　大字奥田では、毎年7月7日におこなわれる「蓮取り
行事」を、今日まで地域に誇れる伝統行事として培い、
本市歴史文化の発展に、多大な貢献をいただいています。
　この行事を継承している奥田住民のみなさんの、永年
にわたる尽力と、平成遷都1300年祭の本市事業である

「役行者不思議の世界」を、熱意と協力によって成功に
導いた功績に対し、12月14日、大字奥田に吉田市長か
ら感謝状が贈呈されました。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

浮
孔
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

浮
孔
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
の
優

秀
な
実
績
が
認
め
ら
れ
、
平
成
22
年
度
の
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
で
県
の
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
の
を
は
じ
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
と
学
校

支
援
地
域
本
部
事
業
と
の
連
携
を
図
り
、
よ
り
よ

い
学
校
環
境
作
り
へ
の
活
発
な
活
動
が
、
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
20
日
、
受
賞
の
報
告
に
市
役
所
を
表
敬
訪

問
し
た
池
田
会
長
は
、「
今
回
の
受
賞
は
、
受
け

継
が
れ
て
き
た
多
く
の
み
な
さ
ん
の
努
力
の
積
み

重
ね
と
、
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
保
護
者
が
学
ん
で

い
く
親
学
を
、
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い
」
と
、

喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

表彰状を手に喜びの池田会長（写真左）

吉田市長から感謝状を受ける西川総代
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平
成
23
年
度
住
宅
借
入
金
等

  

特
別
税
額
控
除
（
住
民
税
分
）

  

市
民
税
・
県
民
税
の

  

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人

  

市
民
税
・
県
民
税
の

  

申
告
が
必
要
な
人

　申告期間中は、混雑が予想されます。申告書には、必ず、事前に自分で住所・名前・ 扶養
親族の欄などの記入を済ませるよう、ご協力をお願いします。
※市役所では、税務署から送付している「所得税の確定申告書」の受付は、できません。必ず、税務署へ提出
してください。 ただし、作成済みの申告書は、お預かりし税務署へ回送します。

①
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
、
市

内
に
住
所
が
あ
り
、
昨
年
１
年

間
（
平
成
22
年
１
月
１
日
〜
12

月
31
日
）に
収
入（
所
得
）が
あ
っ

た
人
で
、
税
務
署
へ
確
定
申
告

を
し
な
く
て
も
よ
い
人

②
勤
務
先
等
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
（
本
人
受
給
者
用
と
し
て
は
、

源
泉
徴
収
票
）
が
、
市
役
所
税

務
課
へ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

※
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告
書

は
「
郵
送
」
で
提
出
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
押
印
も
れ
、

記
載
内
容
に
不
明
な
点
が
あ
る

等
、
添
付
資
料
に
不
備
が
あ
る

場
合
は
、
受
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
期
限
内
に
申
告
を
し
な
い
と
、

　

こ
ん
な
時
に
困
り
ま
す　
　

　

平
成
23
年
度
所
得
証
明
書
等
の

即
日
交
付
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

申
告
は
、
市
・
県
民
税
の
税
額

を
算
出
す
る
基
礎
と
な
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
必
要

▽
対
象
者

①
平
成
11
年
か
ら
平
成
18
年
末
ま

で
に
入
居
ま
た
は
平
成
21
年
中

に
入
居
し
、
平
成
22
年
分
所
得

税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て

い
る
人
で
、
所
得
税
か
ら
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
人

※
平
成
19
年
・
20
年
中
に
入
居
し

た
人
は
、
所
得
税
で
控
除
期
間

延
長
の
特
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、

個
人
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

①
「
平
成
22
年
分
所
得
税
の
確

定
申
告
書
」
を
税
務
署
へ
提
出

し
た
人

②
収
入
が
給
与
の
み
で
、
勤
務
先

か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告

書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

③
控
除
対
象
の
配
偶
者
ま
た
は
、

親
・
子
等
の
扶
養
親
族
の
人

◎
申
告
に
必
要
な
書
類

 

● 

申
告
書
、
印
鑑 

 

● 

給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収

票
ま
た
は
勤
務
先
か
ら
の
給
与

支
払
証
明
書

 

● 

営
業
な
ど
の
事
業
所
得
者
お
よ

び
不
動
産
所
得
者
は
、
収
支
の

わ
か
る
帳
簿
な
ど

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な

人
は
、
税
務
署
で
申
告
を
お
こ

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

● 

生
命
保
険
、
個
人
年
金
保
険
、

地
震
保
険
お
よ
び
平
成
18
年
12

月
31
日
ま
で
に
締
結
し
た
長
期

損
害
保
険
の
保
険
料
払
込
証
明

書
（
平
成
22
年
中
支
払
分
）

 

● 

国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年

金
保
険
料
な
ど
の
領
収
書
ま
た

は
納
付
金
額
の
わ
か
る
も
の（
平

成
22
年
中
支
払
分
）

 

● 

医
療
費
控
除
な
ど
の
適
用
を
受

け
る
人
は
、
そ
の
領
収
書
（
平

成
22
年
中
支
払
分
）

※
領
収
書
の
整
理
（
集
計
）
は
、
事

前
に
済
ま
せ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 

● 

介
護
保
険
法
の
要
介
護
認
定
者

が
障
害
者
控
除
の
適
用
を
受
け

る
場
合
は
、「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
」
の
添
付
が
必
要

で
す
。

※
認
定
書
は
、
介
護
保
険
課
（
内

線
５
７
０
・
５
７
２
）
で
交
付

し
て
い
ま
す
。

　市役所税務課では、下記の日程で申告期間
前の受付等をおこないます。

受付相談日 受付会場 主な対象区域

2月7日（月） 根成柿公民館 根成柿、吉井、奥田

2月8日（火）
葛城コミュニティ
センター
☎ 23-8001 

曽大根、曽大根1丁目 
・2丁目、南陽町、 甘田町
蔵之宮町ほか

2月9日（水）

市立土庫公民館
☎23-3560

松塚、東雲町、土庫、 
土庫1・2・3 丁目

陵西公民館 
☎23-3562
※午前9時30分〜正午

野口、池田、市場

2月10日（木）
築山公民館 築山、大谷

池尻公民館 池尻、藤森

2月14日（月） 西坊城公民館 西坊城、出、秋吉

 ● 公民館等での出張申告受付・相談時間は、
午前10時〜午後3時までです。

※陵西公民館は、午前9時30分〜正午までとなっ
ています。ご注意ください。		

 ● 市民税・県民税申告書は、「申告書の書き方」を
参照して、自分で作成してください。なお、混雑
が予想されますので、住所・名前・生年月日・扶養
親族の欄は、事前に記入を済ませておいてください。

 ● 税務署から送付している「平成22年分所得税
の確定申告書」は、自分で作成（自書申告）
してください。市役所では、お預かりするだけで
「受付」はできません。

平成23年度

※市・県民税の申告については、税務課市民税グループ　内線269・258・259へ

な
、
所
得
・
課
税
（
非
課
税
）
証

明
書
を
交
付
す
る
場
合
の
重
要
な

資
料
に
な
り
ま
す
。
必
ず
、
期
限

内
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　受付期間　　2月16日（水）〜3月15日（火）	 ※土曜・日曜日、祝日は閉庁	

　受付時間　　午前9時〜正午　午後1時〜5時
　受付場所　　市役所3階 東会議室

■　出張申告受付等の日程　■

市民税・県民税の申告受付
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寄
附
金
税
制
が

  

税
額
控
除
方
式
に

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
個
人
住

民
税
の
寄
附
金
税
制
が
、
所
得
控

除
方
式
か
ら
税
額
控
除
方
式
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
適
用
下
限
額
が

10
万
円
か
ら
５
千
円
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
適
用
下
限
額
を
超
え
る
部

分
は
、
一
定
の
限
度
額
ま
で
税
額

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

★平成23年度個人住民税の寄附金控
除は、平成22年中の寄附金が対象です。
寄附金控除の申告は、税務署で所得
税の確定申告をおこなってください。

（1）地方公共団体への寄附金の場合

（2）地方公共団体以外（共同募金または
日本赤十字支部）への寄附金の場合

【税額控除額の計算方法】　
※控除対象限度額は総所得金額の 30％
①と②の合計額を税額控除
①［寄附金額ー５千円］×10％	
②［寄附金額ー５千円］×［90％ー
　　０〜 40％（寄附者の所得税の税率）］
　②の額は、個人住民税所得割の
　額の１割を限度。

〔税額控除額の計算方法〕　
※控除対象限度額は総所得金額の 30％
　［寄附金額ー５千円］×10％
※（1）・（2）ともに寄附金がある場合の控除

対象限度額も総所得金額の30％

所得税の確定申告
受付期間　
2月16日（水）〜 3月15日（火）
　葛城税務署では、2月20日・27日
の日曜日に限り、申告の相談、確定
申告書の収受・納付相談をおこない
ます。
※この2日間は、大変混雑し、長時間

お待たせすることも予想されます。
あらかじめご了承ください。	

【納付すべき申告所得税額のある人】	
①振替納税を利用していない人
　3月15日（火）が納付期限
②振替納税　4月22日（金）が振替期日
※残高不足等で振替納税ができな

かった場合は、本来の納付期限
の翌日から延滞税が計算されます。

【国税庁ホームページの利用】
　所得税の申告は、自動計算で便

利な国税庁ホームページの「確定
申告等作成コーナー」をご利用くだ
さい。「国税電子申告・納税シス
テム（e-Tax）」を利用して提出でき
ます。　（http://www.nta.go.jp）

※なお、還付申告の人は、2月16日（水）
以前でも申告書の提出ができます。

　　　〔葛城税務署　☎ 22-2721〕

②
平
成
22
年
中
に
入
居
し
た
人

は
、
税
務
署
へ
「
所
得
税
の
確

定
申
告
（
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー

ン
に
係
る
税
額
控
除
）」
を
新

規
で
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
、
葛
城
税
務
署
（
☎
22
・

２
７
２
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※
給
与
収
入
だ
け
の
人
で
、
勤
務

先
等
か
ら
「
平
成
22
年
分
給
与

支
払
報
告
書
（
所
得
税
の
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
を
含
め
年
末
調
整

済
、確
定
申
告
不
要
の
人
）」が
、

大
和
高
田
市
役
所
に
提
出
さ
れ

て
い
る
人
は
、
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
提
出

の
あ
っ
た
「
給
与
支
払
報
告
書
」

に
所
得
税
の
控
除
額
、
税
額
控

除
可
能
額
、
居
住
開
始
年
月

日
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
特

定
不
能
な
た
め
、
申
告
書
を
提

出
し
な
い
と
控
除
の
対
象
と
な

葛城税務署

り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
税
務
署
へ
所
得
税
の
申
告
を
す

る
人
は
、
申
告
書
第
二
表
『
特

例
適
用
条
文
等
』
の
欄
に
、
必

ず
居
住
開
始
年
月
日
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い
。
記
載
が
な
い
場

合
、
該
当
・
非
該
当
が
特
定
不

能
と
な
り
、
住
民
税
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

2月16日から始まります

65歳未満の給与所得者（特別徴収）で
公的年金等所得がある人へ

　平成23年度から、65歳未満の給与所得者で、公的年
金等所得に係る個人住民税（市民税・県民税）の所得
割額がある人は、公的年金等所得の所得割額を給与所
得の特別徴収税額に加算して給与から特別徴収（天引き）
できることになりました。
　平成21年度から公的年金等所得に係る個人住民税が
公的年金から特別徴収される制度が始まったことにより、
65歳未満の公的年金等所得のある給与所得者は、平成
21年度および平成22年度は、公的年金等所得から計算
した個人住民税を、給与から特別徴収することができなく
なり、納税通知書で納付していただきました。
　平成22年度の税制改正にともない、65歳未満の給与
所得者で、公的年金等所得のある人は、公的年金等所

得の所得割額も平成20年度以前と同様に、原則、給与
からの特別徴収に変更となります。これによって、金融機
関の窓口等での納付の手間がなくなります。
　また、前年と同様に公的年金等所得の個人住民税を
納税通知書での納付を希望する人は、従来と変わらず、
申告により給与所得以外の所得の個人住民税を普通徴
収にすることができます。

【注意】
　平成23年4月1日現在で、65歳以上の給与所得者は、
引き続き、公的年金等所得の個人住民税は、給与から特
別徴収できませんので、ご注意ください。

〔税務課市民税グループ　内線 269・258・259〕
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い
の
ち
と
人
権
　
～
い
の
ち
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
～

96

　

昨
年
の
12
月
に
、作
家
の
青
木(

あ
お
き)

新
門(

し
ん
も
ん)

さ
ん
の
講
演
を
聴
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
青
木
新
門
さ
ん

と
い
え
ば
、
２
０
０
８
年
度
大
変
話
題
に
な
り
、
翌
年
ア
カ

デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
し
た
映
画
『
お
く
り
び
と
』
の
原
案
と
な
っ

た
、『
納
棺
夫
日
記
』
の
著
者
で
す
。

　

話
は
、
映
画
『
お
く
り
び
と
』
と
の
関
わ
り
か
ら
始
ま
り
、

主
人
公
役
の
本
木
雅
弘
さ
ん
と
の
出
会
い
や
、
そ
れ
以
後
の

本
木
さ
ん
と
の
や
り
と
り
、
ま
た
納
棺
師
と
し
て
の
生
き
様

や
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
の
『
い
の
ち
』
や
『
死
』
の
と
ら
え

方
に
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

「『
死
』
と
い
う
の
は
、
頭
で
理
解
す
る
も
の
で
は
な
い
。
五

感
で
感
じ
取
る
も
の
で
あ
る
。
臨
終
の
場
に
居
合
わ
せ
て
こ

そ
、
伝
わ
っ
て
い
く
の
だ
。
そ
の
場
で
こ
そ
『
い
の
ち
の
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
』
が
行
わ
れ
る
の
だ
」

と
、
い
う
語
り
で
す
。

　

最
後
に
青
木
さ
ん
は
、
次
の
詩
を
朗
読
し
、
講
演
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

い
の
ち
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

人
は
必
ず
死
ぬ
の
だ
か
ら

い
の
ち
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
あ
る
の
で
す

死
に
臨
ん
で
先
に
往
く
人
が

「
あ
り
が
と
う
」
と
云
え
ば

残
る
人
が

「
あ
り
が
と
う
」
と
応
え
る

そ
ん
な
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
あ
る
の
で
す

死
か
ら
目
を
そ
む
け
て
い
る
人
は

見
そ
こ
な
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

目
と
目
で
交
わ
す
一
瞬
の

い
の
ち
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
が
あ
る
の
で
す

　

＊
青
木
新
門
ネ
ッ
ト
詩
集

　
『
い
の
ち
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
』
よ
り　
　

　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

＊ ほたてのマヨネーズ焼き
　　　　　　（４人分）

〈エネルギー〉（１人分）
335キロカロリー
たんぱく質…………１2.1g
カルシウム…………176 mg　　

〈材料〉
☆ほたて貝柱.............8個
　じゃがいも.............2個
　ブロッコリー......... 1株　

　ピザ用チーズ………… 100ｇ
　マヨネーズ…………… 大さじ８
　牛乳… ……………… 大さじ３
   塩・コショウ………… 適宜

体の中からポカポカにな
ります

54          

〈作り方〉

１ ブロッコリーは小房に分け、茎は皮をむいて薄切りにする。じゃがいもは皮をむ
いて、７ミリぐらいの厚さに切る。ほたては横半分に切り、塩、コショウをする。

２ ブロッコリー、じゃがいもをかためにゆがく。（電子レンジでもＯＫ）

３ ボウルにマヨネーズを入れ、牛乳を加えてのばし、塩、コショウをする。

４ ほたて、ブロッコリー、じゃがいもに、３をからめる。耐熱容器に入れ、チーズを散
らして、２２０℃のオーブンで１５分〜２０分焼く。オーブントースターなら１０〜
１５分焼く。（焦げすぎに気をつける）

　ブロッコリーは、カロテン、
ビタミンＣが豊富なので、かぜ
予防に役立つほか、鉄分、カ
ルシウムもたくさん含んでいま
す。栄養たっぷりの茎も、皮
をむいて食べましょう。　　　
　　　　　　　　〔保育課〕
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二
上
山
が
見
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
40
年
代
中
ご
ろ
の
風
景

で
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ

で
し
ょ
う
。
こ
た
え
は
、
後
の

ペ
ー
ジ
で
す
。

人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会
を
終
え
て

　

昨
年
の
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
各
校
区
の
人

権
教
育
地
区
別
懇
談
会
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
《
地
域
で

の
人
間
関
係
づ
く
り
》
を
課
題
に
取
り
上
げ
、【『
地
域
で
の

豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
Ⅱ
』
〜
今
、
地
域
で

私
に
で
き
る
こ
と
再
発
見
！
〜
】
を
テ
ー
マ
と
し
、
市
内
８

校
区
10
会
場
で
、
約
５
８
０
人
が
参
加
し
、
実
り
あ
る
学
習

の
場
と
な
り
ま
し
た
。　

　

内
容
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
校

区
で
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
「
こ
の
空
の

下
で
」
を
資
料
と
し
、校
区
に
よ
っ

て
は
補
助
資
料
と
し
て
、「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
っ
て
ご
存
じ

で
す
か
」
「
詩
『
ハ
チ
ド
リ
の
ひ

と
し
ず
く　

い
ま
、
私
に
で
き
る

こ
と
』」
を
提
示
し
な
が
ら
、
地

域
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
再
発

見
し
ま
し
た
。

　

今
回
資
料
と
し
て
活
用
し
た

ビ
デ
オ
は
、「
あ
る
夫
婦
が
町
内

会
長
の
役
を
引
き
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ

た
地
域
の
人
々
の
中
に
あ
る
心
の

壁
を
壊
す
た
め
に
自
分
た
ち
は

何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
、
行

ら
父
が
火
事
の
際
真
っ
先
に
駆

け
つ
け
て
消
火
し
た
こ
と
や
、

公
民
館
の
植
木
の
剪
定
を
し

た
話
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
は

私
が
、
地
域
の
た
め
に
役
立
つ

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

○
神
社
が
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
神

社
の
境
内
を
掃
除
し
た
り
、

犬
の
ふ
ん
の
始
末
を
し
た
り

し
て
い
る
。

○
高
齢
者
と
の
関
わ
り
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
中
で
、
近
所
の

お
年
寄
り
と
あ
い
さ
つ
や
立
ち

話
な
ど
、
少
し
の
時
間
で
も
意

識
し
て
会
話
し
よ
う
と
思
っ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
来
年
度
も
、
各
校
区

に
お
い
て
「
来
て
よ
か
っ
た
」
と

思
え
る
地
区
別
懇
談
会
の
開
催

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
と
も
、
よ
り
多
く
の
参
加
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

い
と
考
え
た
。
少
し
違
う
面

か
ら
そ
の
人
を
み
て
い
け
ば
、

何
か
道
は
開
け
る
と
思
う
。

○
理
想
で
は
あ
る
が
、
実
現
で
き

る
こ
と
と
も
思
い
、
少
し
勇
気

が
で
た
。
差
別
や
偏
見
に
背

を
向
け
て
は
い
け
な
い
。
ち
っ

ぽ
け
な
世
界
か
ら
一
歩
あ
ゆ
み

だ
し
、
勇
気
を
も
っ
て
接
す
る

こ
と
が
大
切
。
せ
っ
か
く
出
会

え
た
の
だ
か
ら
、
歩
み
寄
ら
な

い
と
。

○
気
持
ち
の
つ
な
が
り
の
糸
口
と

し
て
、
進
ん
で
あ
い
さ
つ
や
言

葉
か
け
を
す
る
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
。
不
思
議
と
、
次

に
顔
を
合
わ
せ
る
と
自
然
に

言
葉
が
出
て
く
る
。

○
改
め
て
、
自
分
の
で
き
る
こ
と

は
何
か
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
も

っ
と
多
く
の
ひ
と
に
見
て
も
ら

い
た
い
内
容
だ
っ
た
。

　

今
、
地
域
で

　

自
分
が
し
て
い
る
こ
と　

　
　
　
　
　
　
　
　

※
要
旨
の
み

○
隣
組
の
人
の
家
の
前
を
、
週
に

一
度
ほ
う
き
で
掃
い
て
い
る
。

小
さ
な
こ
と
だ
が
、
お
役
に

立
て
れ
ば
と
思
う
。

○
地
域
の
つ
き
あ
い
が
親
世
代
か

ら
私
に
代
わ
り
、
地
域
の
人
か

動
に
移
し
て
い
く
姿
」
を
描
い
て

い
ま
す
。

　

ビ
デ
オ
が
42
分
間
と
い
う
こ
と

で
、
懇
談
す
る
時
間
が
持
て
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
各
校
区
と
も
、

ま
と
め
と
し
て
感
想
や
意
見
を

書
く
と
い
う
形
で
の
地
区
別
懇
談

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
を

　

視
聴
し
た
感
想

　
　
　
　
　
　
　
　

※
要
旨
の
み

○
人
そ
れ
ぞ
れ
個
性
や
好
み
な

ど
、
人
間
に
は
違
い
が
あ
る
け

れ
ど
、
相
手
の
身
に
置
き
換

え
て
、
お
互
い
を
も
っ
と
尊
重

し
て
付
き
合
っ
て
い
け
れ
ば
良

２
０
１
０
年
度
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
で
、「
無
料
動
画
」
と
書
か

れ
た
ボ
タ
ン
を
次
々
と
ク
リ
ッ
ク
し

て
い
く
と
、
年
齢
や
利
用
規
約
へ

の
同
意
を
確
認
す
る
画
面
が
現
れ

た
。「
は
い
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と

　

昨
日
、「
有
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
イ
ト
の
退
会
処
理
が
さ
れ
て
い

な
い
の
で
、
電
話
す
る
よ
う
に
」

と
、
利
用
し
た
覚
え
の
な
い
サ
イ

ト
の
業
者
名
と
連
絡
先
が
書
か
れ

た
メ
ー
ル
が
、
携
帯
電
話
に
送
ら

れ
て
き
た
。「
連
絡
が
な
け
れ
ば
、

『
固
体
識
別
番
号
』
や
『
承
認
番

号
』
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、
個
人

を
特
定
し
て
裁
判
所
に
訴
え
る
」

と
書
い
て
あ
る
。
本
当
に
個
人
を

特
定
し
、
訴
訟
を
お
こ
さ
れ
な
い

か
と
不
安
だ
。＜

40
代　

女
性＞

　

以
前
か
ら
相
談
の
多
か
っ
た

架
空
請
求
・
不
当
請
求
で
す
が
、

ハ
ガ
キ
に
よ
る
手
口
に
代
わ
っ

て
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
に

よ
る
も
の
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

相
手
を
不
安
に
さ
せ
る
手
口

　

事
例
1
は
、
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
に
よ
る
架
空
請
求
で
す
。
今
回

の
事
例
で
は
、
訴
訟
の
話
や
「
固

体
識
別
番
号
」
な
ど
の
難
解
な
言

葉
で
相
手
を
不
安
に
さ
せ
、
連
絡

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
実
際

に
は
利
用
し
て
い
な
く
て
も
、「
も

し
か
し
た
ら
あ
の
こ
と
か
な
」
と
自

分
で
思
い
込
み
、
支
払
っ
て
し
ま
う

相
談
事
例 

１

相
談
事
例 

２

携帯電話やパソコンの
架空請求・不当請求

「
登
録
完
了
」
と
表
示
さ
れ
、
料

金
の
請
求
画
面
が
消
え
な
く
な
り

困
っ
て
い
る
。

＜

60
代　

男
性＞

☆
複
数
の
相
談
事
例
を
元
に
、一
般
的

な
相
談
と
し
て
構
成
し
た
も
の
で

す
。
特
定
の
相
談
事
例
を
示
す
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
幸
せ
」
の
も
の
さ
し

　

２
月
４
日
は
、
立
春
。
暦
の

上
で
は
、
春
の
始
ま
り
で
す
。
学

年
末
も
迫
り
、
こ
の
一
年
は
ど

ん
な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　
「
幸
せ
っ
て
何
だ
っ
け
、
何
だ
っ

け
・
・
」、
以
前
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
で

流
れ
て
い
た
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　
「
あ
な
た
の
幸
せ
は
？
」
と
聞

か
れ
た
ら
何
と
答
え
ま
す
か
。

健
康
で
あ
る
こ
と
、
食
べ
る
こ
と
、

し
ゃ
べ
る
こ
と
、
笑
う
こ
と
、
欲

し
い
も
の
が
手
に
入
る
こ
と
・
・
。

い
ろ
い
ろ
あ
る
中
で
、「
あ
な
た

は
、
あ
な
た
の
ま
ま
で
い
い
ん
だ

よ
」
と
自
分
の
存
在
が
認
め
ら

れ
、
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

毎
日
の
繰
り
返
し
の
中
で

ち
ょ
っ
と
し
た
挑
戦
が
あ
り
、
達

成
感
を
感
じ
、
そ
れ
を
認
め
て
く

れ
る
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

自
信
と
な
り
、
そ
の
人
ら
し
さ

が
発
揮
で
き
る
素も
と

と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

子
育
て
を
し
て
い
く
中
で
、

子
ど
も
の
将
来
を
思
う
か
ら
こ

そ
、
気
が
つ
く
と
周
り
の
子
と

比
べ
焦
っ
て
し
ま
い
、「
で
き
て

当
た
り
前
」「
さ
っ
さ
と
し
な
さ

い
」
と
、
説
教
や
批
判
が
多
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
「
親
学
」
で
は
、
子
育
て
を
通

し
親
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

感
じ
な
が
ら
、
親
自
身
も
成
長

す
る
こ
と
が
大
事
、
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
を
見
つ
め
る
と

き
、
結
果
に
表
れ
て
い
な
い
こ
と

に
こ
そ
、
実
は
大
事
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。　

　

子
ど
も
が
思
い
を
寄
せ
、
発

見
し
行
動
に
移
し
て
い
る
こ
と
、

努
力
し
て
い
る
過
程
を
親
と
し
て

ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。
形
と
し
て
は
見
え
に
く
い
け

れ
ど
、そ
の
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
、

共
に
喜
ん
だ
り
ほ
め
た
り
で
き
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
子
ど
も

を
信
頼
し
、
任
せ
る
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
は

自
分
の
存
在
感
を
感
じ
、
そ
の
子

ら
し
さ
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
親
子
の
絆
が
深
ま
り
、
目

の
前
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
る
力
に

も
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
逆
に
あ
る
の
が
、
無
関
心

で
す
。「
愛
の
反
対
は
、
憎
し
み

で
は
な
く
無
関
心
で
す
」
と
マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ
の
言
葉
に
あ
り
ま

す
。
自
分
が
や
り
出
し
た
こ
と

や
思
い
を
表
現
し
た
こ
と
に
、
知

ら
ん
ふ
り
を
さ
れ
る
こ
と
は
、
本

当
に
辛
い
こ
と
で
す
。

　

さ
あ
、
春
の
足
音
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
一
年
間
を
振
り
返

り
、
家
族
で
成
長
を
喜
び
あ
え
る

ひ
と
と
き
が
、
も
て
る
と
い
い
で

す
ね
。

　
　
　
　
　
　
〔
学
校
教
育
課
〕
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　「
洋
ラ
ン
」
と
言
え
ば
、
胡こ
ち
ょ
う
ら
ん

蝶
蘭
を
思
い
浮
か
べ

る
人
が
多
い
で
し
ょ
う
か
。
種
類
が
多
く
魅
惑
的
な

花
を
咲
か
せ
ま
す
。こ
の
本
に
は
、「
3
月
〜
4
月

に
入
手
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
の
が
良
い
」
と
書
か

れ
て
い
ま
す
。き
れ
い

な
花
を
自
宅
で
楽
し

め
る
よ
う
、
ポ
イ
ン

ト
が
丁
寧
に
書
か
れ

た
本
で
す
。

江
尻 

光
一 

著
／
講
談
社

『
絶
対
咲
か
せ
る
洋
ラ
ン
づ
く
り 

決
定
版
』

ホ
〜
ホ
ケ
キ
ョ
♪

　

寒
い
中
、
つ
ぼ
み
を
つ
け
花
を
咲

か
せ
る
「
ウ
メ
」。
冬
の
終
わ
り
を

告
げ
る
よ
う
に
咲
き
、
散
る
こ
と
で

桜
の
開
花
が
間
近
な
の
を
知
ら
せ

ま
す
。
そ
の
昔
、
桜
よ
り
も
愛
好

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
「
ウ
メ
」

に
関
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
梅
暦
、
梅
料
理
』

（
乗
松 

祥
子 

著
／
文
化
出
版
局
）

　

梅
仕
事
に
長
年
従
事
し
て
い

る
著
者
が
、
梅
干
し
の
作
り
方

や
、
梅
食
品
を
使
っ
た
四
季
そ
れ

ぞ
れ
の
料
理
を
紹
介
し
て
い
る
本

で
す
。

『
図
解
ミ
ニ
盆
栽
⑥
ウ
メ・サ
ク
ラ
』

（
群 

境
介 

著農山
漁
村
文
化
協
会
）

　

草
花
の
鉢
植
え
感
覚
で
楽
し

め
て
、イ
ン
テ
リ
ア
に
も
な
る
「
ミ

ニ
盆
栽
」。
育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
が

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
イ
ラ
ス

ト
を
豊
富
に
使
っ
て
い
ま
す
。

『
月
ヶ
瀬 

梅
と
姫
の
も
の
が
た
り
』

（
絵
本
作
成
委
員
会 
作
、辰
己 

雅

章 

絵
／
月
ヶ
瀬
村
教
育
委
員
会
）

　

梅
林
で
有
名
な
月
ヶ
瀬
。
こ
の

地
に
梅
が
植
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
「
姫
若
（
園
生
姫
）
伝
説
」

を
後
世
に
残
す
た
め
、
作
ら
れ

た
絵
本
で
す
。

2月の新着図書2月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書一般書
『
最
強
日
本
ワ
イ
ン
完
全
ガ
イ
ド
』　 

福
田 

克
宏 

著
／
主
婦
の
友
社

『
ま
い
に
ち
の
お
菓
子
ー
ボ
ウ
ル
1
つ
で
混
ぜ
る
だ
け
ー
』

桑
原 

奈
津
子 

著
／
主
婦
の
友
社

『
母
子
寮
前
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

小
谷
野 

敦 

著
／
文
藝
春
秋

『「
力
」
の
大
研
究
』　　
　
　
　

若
杉 

隆 

監
修
／
P
H
P
研
究
所

『
ロ
ン
と
ク
ク
ノ
チ
の
木
』
小
原 

麻
由
美 

作
／
P
H
P
研
究
所

『
れ
い
か
い
ホ
テ
ル
は
い
つ
も
ま
ん
い
ん　

さ
い
ご
の
さ
い
ご
の
な

か
な
お
り
』　　
　
　
　
　
　
　
　

三
田
村 

信
行 

作
／
そ
う
え
ん
社

◎おはなし会
かい

▽とき　2月12日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　4さいいじょうの子
こ

ども
 ● おはなし　　『北

ほく

斗
と

七
しち

星
せい

』
 ● 子

こ

ども落
らく

語
ご

　『池
いけ

田
だ

のしし買
か

い』
◎えほんとわらべうたの時

じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　2月26日（土） ごぜん10じ30ぷんから

▽たいしょう　3さいいかの子
こ

ども
 ● おはなし
　『ひとり、ふたり、さんにんの子

こ

ども』
 ● おはなし『おおきなにもつ』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。
※どちらも、としょかんの2かいでかいさい。

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
固
体
識
別
番
号
」

か
ら
は
携
帯
電
話
の
機
種
名
や
製

造
番
号
が
わ
か
る
だ
け
で
、
個
人

を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

連
絡
を
す
る
こ
と
で
個
人
情
報
を

知
ら
れ
て
し
ま
い
、
か
え
っ
て
悪
質

な
請
求
が
く
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
の
で
、
決
し
て
連
絡
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

ウ
イ
ル
ス
で
混
乱
を
誘
う

　

事
例
2
は
、
信
頼
の
で
き
な
い
サ

イ
ト
内
で
安
易
に
ク
リ
ッ
ク
し
続
け

る
こ
と
で
、「
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
請
求
」

の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
ケ
ー

ス
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
内
に
感
染
し
た

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
請
求
画
面
が
消

え
な
く
な
り
、
心
理
的
に
追
い
込

ま
れ
た
利
用
者
に
料
金
を
支
払
わ

せ
る
手
口
で
す
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
場
合
、
契
約
が
成
立
し
て
お
ら

ず
支
払
う
必
要
の
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
請
求
に
疑
問
が
あ

る
と
き
は
、
料
金
を
支
払
う
前
に
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
請
求
画
面
が
消
え
な
く

な
っ
た
場
合
の
対
処
方
法
に
つ
い
て
、

『
I
P
A
（
独
立
行
政
法
人
情
報

処
理
推
進
機
構
）』
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
、
手
順
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
の
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
こ
と
も
一
つ

の
方
法
で
す
。

今でも、訪問販売のトラブルは多いですね。

そうだね。しかも最近は、訪問して「買い
取る」トラブルまで増えているんだよ。

へぇ〜。「買い取り」で、どうしてトラブルに？

貴金属などの高価なものを、不当に安い値
段で買い取るんだ。その後、業者と連絡が
とれず、解決が困難なケースが多いんだよ。

きっぱりと断ることが、一番の予防策ですね。
うまく断れるかなぁ…。

強引に買い取りを迫る業者もいるから、
家族や近所の人を呼んで同席してもらうの
もひとつの方法だね。

わかりました。
その時は先生、よろしくお願いしますね！

貴金属の買い取り…
ちょっと待って！

教えて！
最新情報

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10 時〜午後 4時 ▽ところ　市役所3 階 ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所 ▽相談日時　月〜金曜日 午前 9 時〜午後 5時（受付は午後 4 時まで） ▽ところ　県高田総
合庁舎 2階 ▽予約先　☎22-0931　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。
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大和高田市歯科医師会

妊
産
婦
の
歯
科
治
療

　

今
回
は
妊
娠
中
や
産
後
の
口

腔
状
態
と
治
療
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

　
「
出
産
し
て
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に

カ
ル
シ
ウ
ム
を
取
ら
れ
た
の
か
、

虫
歯
が
で
き
た
。
歯
ぐ
き
が
腫

れ
ぼ
っ
た
く
な
っ
て
出
血
し
や
す

い
」
な
ど
と
、よ
く
耳
に
し
ま
す
。

し
か
し
、
虫
歯
に
な
り
や
す
い
の

は
、妊
娠
初
期
な
ど
に
「
つ
わ
り
」

等
の
影
響
で
歯
磨
き
が
お
ろ
そ
か

に
な
る
、
食
べ
る
回
数
、
時
間
が

不
規
則
に
な
る
等
の
影
響
で
、
お

口
の
中
が
普
通
よ
り
も
酸
性
に
な

り
や
す
い
た
め
で
、
赤
ち
ゃ
ん
の

せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
歯
肉
炎
も
前
述
し
た

理
由
と
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン
ス
の

変
化
に
よ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も

し
っ
か
り
と
し
た
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

と
歯
科
の
定
期
検
診
で
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
痛
み
だ
し
た
り
、
治
療

が
必
要
に
な
っ
て
も
、
心
配
は
い

り
ま
せ
ん
。
妊
娠
５
か
月
ま
で

と
、
臨
月
近
く
を
除
い
た
安
定

期
に
は
、
ほ
と
ん
ど
平
常
の
治

療
が
可
能
で
す
。

　

例
え
ば
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で

も
、
歯
科
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
の
線
量

は
、
５
〜
６
回
の
撮
影
で
も
自
然

界
で
１
年
間
に
浴
び
る
線
量
と
、

ほ
ぼ
同
じ
く
ら
い
で
す
し
、
必
ず

鉛
の
エ
プ
ロ
ン
で
防
護
し
ま
す
か

ら
、
危
険
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
す
。

　

ま
た
マ
ク
ロ
ラ
イ
ド
、
セ
フ
ェ

ム
系
の
抗
生
剤
や
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ

フ
ェ
ン
の
解
熱
鎮
痛
剤
は
、
通
常

の
使
用
量
で
の
安
全
は
確
立
し
て

い
ま
す
。
歯
科
の
麻
酔
に
お
い
て

も
、
局
所
麻
酔
は
全
く
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
、影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

産
後
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に
手
と
気

を
と
ら
れ
て
自
身
の
こ
と
が
お

ろ
そ
か
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
授

乳
中
の
治
療
や
少
量
の
投
薬
も
、

同
じ
く
可
能
で
す
。　

　

妊
婦
さ
ん
や
乳
幼
児
の
お
母

さ
ん
は
、
何
か
と
大
変
な
こ
と

が
多
い
で
し
ょ
う
が
、
最
も
大

切
な
こ
と
は
、
自
身
の
健
康
と
、

そ
こ
か
ら
来
る
精
神
の
安
定
で

し
ょ
う
。
そ
れ
が
、
胎
児
や
乳

幼
児
に
、
い
い
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

妊
娠
２
か
月
ま
で
に
、
赤
ち
ゃ

ん
の
歯
が
作
ら
れ
始
め
ま
す
。

そ
し
て
中
期
に
は
、
最
初
の
永
久

歯
も
作
ら
れ
始
め
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
例
で
も
お
わ
か
り
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
妊
娠
し
て
い
な
い
時
か
ら
の

日
頃
の
手
入
れ
と
、
専
門
医
の

定
期
検
診
が
必
要
で
す
。

　

幸
い
、わ
が
大
和
高
田
市
で
は
、

市
と
し
て
妊
婦
教
室
や
妊
婦
検

診
、
母
子
検
診
等
が
充
実
し
て
い

ま
す
か
ら
、
是
非
と
も
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
乳
幼
児
か
ら
の
小
児

歯
科
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

ひ
ざ
痛
と
腰
痛
予
防
に
つ
い
て

　

ひ
ざ
痛
・
腰
痛
は
、
高
齢
者
に

と
っ
て
は
身
近
な
症
状
で
す
が
、

油
断
で
き
ま
せ
ん
。
ひ
ざ
・
腰
な

ど
の
運
動
器
が
衰
え
る
と
、
心
身

の
機
能
全
体
が
低
下
し
、
寝
た
き

り
な
ど
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

る
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
す
。

　

病
気
や
衰
え
に
よ
る
筋
力
や

バ
ラ
ン
ス
能
力
、
体
力
の
低
下
、

転
倒
へ
の
恐
れ
の
た
め
、
外
出
が

お
っ
く
う
に
な
り
、
家
に
閉
じ
こ

も
る
こ
と
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
が
続
き
、
ま
す
ま
す
衰

え
る
と
、
服
を
着
替
え
る
こ
と
、

ト
イ
レ
に
行
く
と
い
っ
た
日
常
生

活
の
動
作
も
自
分
で
は
で
き
な
く

な
っ
て
き
ま
す
。
食
欲
が
な
く
な

り
、
栄
養
が
不
足
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
社
会
と
つ
な
が
り
も

薄
く
な
り
、さ
ら
に
ひ
ど
く
な
る
、

と
い
っ
た
悪
循
環
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
生
活
不
活
発
病
」

も
最
終
的
に
は
、
要
介
護
状
態
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。
運
動
器
の
病

気
・
衰
え
に
よ
り
、
要
介
護
状
態

に
つ
な
が
る
危
険
の
高
い
状
態
を
、

「
運
動
器
症
候
群
」（
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
と
い
い
ま
す
。

ひ
ざ
痛
・
腰
痛
は
、
そ
の
痛
み
を

解
消
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
運
動

器
症
候
群
を
解
消
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。

　

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
？
ひ
ざ
痛
や
腰
痛
を
、

「
年
だ
か
ら
」
と
あ
き
ら
め
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
運
動
器
の
病
気
や

衰
え
は
、「
体
を
適
度
に
動
か
す
こ

と
」
に
よ
っ
て
、
予
防
し
た
り
進

行
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、

 

● 

適
正
体
重
の
維
持

 

● 

骨
粗
し
ょ
う
症
の
予
防

 

● 

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活

 

● 

足
の
健
康
に
も
気
を
つ
け
る

　

地
域
包
括
支
援
課
で
は
、
市
内

６
か
所
で
定
期
的
に
介
護
予
防

教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

お
近
く
の
教
室
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。　

〔
地
域
包
括
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　

内
線
５
５
８
〕
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6

消防団

中和広域消防組合

決算概要

　

各
地
方
自
治
体
で
、
年
々
厳

し
さ
を
増
す
財
政
状
況
の
な
か
、

歳
入
の
ほ
と
ん
ど
を
構
成
市
町

村
か
ら
の
負
担
金
で
占
め
て
い
る

当
消
防
組
合
で
は
、
最
少
の
経

費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す

た
め
、
財
政
の
健
全
運
用
を
図
り

な
が
ら
「
安
心
で
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
の
中
和
広
域
消

防
組
合
決
算
は
、
歳
入
の
総
額

29
億
１
、１
５
２
万
７
千
円
で
す
。

う
ち
構
成
市
町
村
か
ら
の
負
担
金

は
27
憶
３
、６
３
４
万
１
千
円
で
、

全
体
の
94
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
一方
、
歳
出
の
総
額
は
28
憶
５
、

８
９
１
万
２
千
円
で
す
。こ
れ
は
、

救
助
工
作
車
の
購
入
、
高
市
消

防
署
指
揮
車
と
御
所
消
防
署
広

報
車
の
購
入
、火
災
現
場
で
迅
速・

確
実
な
消
火
活
動
の
た
め
の
小

型
送
水
装
置
等
、
消
防
資
機
材

の
導
入
を
実
施
し
た
費
用
で
す
。

　

平
成
21
年
度
の
歳
入
歳
出
差
引

額
５
、２
６
１
万
５
千
円
が
、
翌

年
度
へ
の
繰
越
金
と
な
り
、
同

年
度
の
高
規
格
救
急
自
動
車
購

入
事
業
を
明
許
繰
越
と
し
て
、

２
２
６
万
６
千
円
お
よ
び
前
年
か

ら
の
繰
越
金
４
、６
７
２
万
８
千
円

を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
、

３
６
２
万
１
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

歳
入
・
歳
出
の
内
訳
は
、
下
の

グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

〔
中
和
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　

☎
０
７
４
４
・
22
・
０
１
１
９
〕

その他の内訳（単位：千円）

その他負担金・・・・・・・13,881
使用料および手数料・・・・825
県支出金・・・・・・・・・25,620
財産収入・・・・・・・・・・・700
繰入金・・・・・・・・・・・43,400
繰越金・・・・・・・・・・46,728
諸収入・・・・・・・・・・・・832
組合債・・・・・・・・・・43,200

　

消
防
団
は
、
地
域
の
住
民
が

消
防
団
員
と
し
て
、
日
ご
ろ
か

ら
地
域
の
消
火
、
防
災
活
動
を

行
う
組
織
で
す
。

　

団
員
の
皆
さ
ん
は
、
仕
事
を

も
ち
な
が
ら
、
普
段
か
ら
市
民

の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
献

身
的
に
訓
練
や
防
災
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

消
火
活
動
は
も
と
よ
り
、
台

風
が
接
近
し
た
時
や
大
雨
の
時

は
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
警
戒
に

あ
た
り
ま
す
。

　

１
月
に
は
、「
出
初
め
式
」
の

ほ
か
不
動
院
で
の
消
防
訓
練
を

お
こ
な
い
、
３
月
に
は
大
中
公
園

で
の
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
分
団
は
、
12
分
団

　

本
市
に
は
、
本
分
団
の
ほ
か
第

１
分
団
か
ら
第
10
分
団
ま
で
と
、

女
性
消
防
団
の
12
分
団
が
あ
り

ま
す
。
定
数
は
１
９
２
人
で
、
実

員
数
は
１
８
３
人
、
そ
の
う
ち
18

人
が
女
性
で
す
。

　

大
き
な
災
害
に
な
れ
ば
、
消

防
署
な
ど
の
常
備
消
防
だ
け
で

は
、
警
備
力
、
動
員
力
に
限
界

が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、
自
分

た
ち
で
守
る
と
い
っ
た
意
識
が
大

切
で
す
。
地
域
の
人
た
ち
に
よ

る
消
防
団
活
動
は
、
欠
か
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。こ
の
こ
と
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
で
も
、
実
証

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
、
団
員
数
の
減
少

が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
が

消
防
団
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
自
主
防
災
組
織　
　

　

火
災
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る

災
害
へ
の
初
期
対
応
は
と
て
も
大

切
で
す
。

　

町
内
会
な
ど
地
域
の
住
民
が
、

自
主
的
に
協
力
し
て
助
け
合
う
こ

と
が
、
被
害
を
軽
減
す
る
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。「
自
主

防
災
組
織
」
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

　
「
組
織
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、

市
役
所
自
治
振
興
課
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

〔
自
治
振
興
課　

内
線
２
２
７
〕

高田消防署に配置された救助工作車

→

（単位：千円）

【歳出内訳】 【歳入内訳】

（単位：千円）

平成21年度
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業務量（平成22年3月31日現在）

給水人口　………… 71,136人
給水戸数　………… 30,516戸
年間総配水量　…… 7,415,338㎥
1日最大配水量　…… 23,930㎥
1人1日平均配水量… … 286ℓ　

資本的収入 468,581 移設工事負担金収入および
企業債借入など

資本的支出 846,248 水道施設の拡張、改良工事
および企業債償還金など

差　　　引 △377,667 資本的収支不足額

決算収支状況　工事関係（税込）

決算収支状況　　　　　上水道事業（税抜）

　

平
成
21
年
度
の
配
水
状
況
は
、
総
配
水

量
７
４
１
万
５
、３
３
８
㎥
で
、
前
年
度
と
比

べ
て
２
万
９
、５
７
０
㎥
、
率
で
０.４
％
減
少
し

て
い
ま
す
。
給
水
人
口
は
７
万
１
、１
３
６

人
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
０.3
％
（
２
０
８

人
）
減
少
し
ま
し
た
が
、
給
水
戸
数
は

３
万
５
１
６
戸
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
39

戸
増
加
し
ま
し
た
。	

  

水
道
水
を
安
定
し
て
届
け
る
た
め
、
配

水
管
整
備
事
業
と
し
て
配
水
管
布
設
工
事

（
土
庫
地
内
外
12
か
所
）
や
配
水
管
布
設

替
工
事
（
秋
吉
地
内
外
19
か
所
）
を
、
下

水
道
関
連
工
事
と
し
て
、
給
配
水
管
移
設

工
事
（
中
三
倉
堂
地
内
外
22
か
所
）
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
片
塩
小
学
校

に
あ
る
緊
急
貯
水
槽
用
遮
断
弁
修
理
を
お

こ
な
い
、
非
常
時
に
備
え
る
と
と
も
に
、
給

水
活
動
用
の
緊
急
用
飲
料
水
袋
を
購
入

　
水
道
部
門
で
は
、
安
心
し
て
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
安
全
な
水
道
水

を
、
み
な
さ
ん
の
も
と
へ
安
定
供
給
す
る
た
め
、
配
水
管
の
整
備
事

業
を
は
じ
め
と
し
た
、
施
設
の
整
備
・
改
修
事
業
を
、
順
次
、
進
め

る
と
と
も
に
、
水
質
検
査
計
画
に
基
づ
い
た
水
質
検
査
と
施
設
の
管

理
を
適
正
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る
水
道
水
に
つ
い
て
、「
平
成
21

年
度
上
水
道
事
業
の
概
要
」
お
よ
び
「
水
質
基
準
・
検
査
結
果
」
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。上

水
道
事
業
の
概
要

安心・安全な水道水の安定供給をめざす

（単位：千円）

【費用内訳】 【収益内訳】

し
、
備
蓄
増
に
努
め
ま
し
た
。
財
政
状
況

は
、
平
成
21
年
度
１
億
１
、７
２
８
万
１
１
３

円
の
純
利
益
が
生
じ
、
前
年
度
繰
越
利

益
剰
余
金
22
万
７
、４
３
２
円
と
あ
わ

せ
、
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は

１
億
１
、７
５
０
万
７
、５
４
５
円
と
な
り
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。

  

し
か
し
な
が
ら
、
水
道
事
業
収
益
の
根
幹

と
な
る
給
水
収
益
は
、
需
用
家
の
節
水
対

策
や
節
水
意
識
の
広
ま
り
な
ど
に
よ
る
総
配

水
量
の
減
少
に
と
も
な
い
、
収
入
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
も
、
さ
ら
に
経
費
の
節
減
に
努
め
、

健
全
財
政
の
維
持
と
と
も
に
、
将
来
に
効
率

よ
く
継
承
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
整
備
・
改

修
事
業
を
推
進
し
、
常
に
安
全
で
、
安
心
し

て
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
水
道
水
の
安
定
供
給

を
図
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
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維持管理整備事業
①管路対策
　老朽管更新事業計画（21度末決算）
　配水管延長    　213,884m
　老朽管残延長     24,822m
　老朽管割合　　　11.6％
②施設対策
　各配水場老朽施設の更新
③管路対策　水管橋の点検

水道施設の整備

貯水槽の設置者へ　貯水槽は所有者の財産
安心して飲める水道水は適正な管理から

貯水槽水道の利用者へ

安心して水道水を使っていただくために

自分でできる水質チェック

　

有
効
容
量
が
10
㎥
を
超
え

る
受
水
槽
は
、
水
道
法
で
設

置
者
に
対
し
て
、
適
正
な
管

理
や
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
効
容
量
が
10
㎥

以
下
の
小
規
模
な
受
水
槽

も
、
設
置
者
に
対
し
て
、
適

正
な
管
理
と
検
査
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。	

　

設
置
者
や
管
理
責
任
者

は
、
日
頃
の
管
理
と
１
年
以

内
ご
と
に
１
回
定
期
的
に
清

掃
・
水
質
検
査
・
設
備
点
検

を
お
こ
な
い
、
水
槽
を
い
つ

も
清
潔
に
し
ま
し
よ
う
。

　

無
色
透
明
な
ガ
ラ
ス
製
の
コ
ッ
プ
に
水
を
入

れ
、
色
、
濁
り
、
臭
い
、
味
の
４
項
目
を
チ
ェッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

①
色
が
つ
い
て
い
る　

水
槽
の
汚
れ
や
、
給
水

　

管
の
腐
食
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

②
濁
っ
て
い
る　

水
槽
が
汚
れ
て
い
る
可
能
性

　

が
あ
り
ま
す
。

③
臭
い
が
す
る　

水
槽
の
汚
れ
や
、
汚
染
物

　

質
の
混
入
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

④
変
な
味
が
す
る　

水
槽
の
汚
染
や
、
給
水

　

管
の
腐
食
な
ど
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

①
〜
④
の
中
で
該
当
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
貯
水
槽
の
設
置
者
（
管
理
者
）
に
連

絡
し
、
適
切
な
対
応
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
貯
水
槽
水
道
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

水
道
工
務
課
給
水
グ
ル
ー
プ
（
☎
52
・

　

３
９
０
１
）
へ
。

　

現
在
、
鉛
給
水
管
は
使
用

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
元
年

以
前
に
給
水
管
を
布
設
し
た

家
庭
で
は
、
鉛
給
水
管
が
使

用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
家
庭
で
長
時

間
水
道
水
を
使
用
し
な
か
っ
た

場
合
、
例
え
ば
、
朝
一
番
や
、

旅
行
な
ど
で
長
時
間
留
守
に

し
た
と
き
の
最
初
の
水
は
、
鉛

が
ご
く
わ
ず
か
に
溶
け
だ
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
通
常

（
流
水
）
の
使
用
状
態
で
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
し
始

め
の
水
は
念
の
た
め
バ
ケ
ツ
一

杯
ぐ
ら
い
、
飲
み
水
以
外
に
お

使
い
く
だ
さ
い
。

上水道事業の概要と水質検査計画

水を送る「配水ポンプ室」 各配水場の遠隔監視をおこなう中央監視室
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項目
No. 水質基準項目 基準値 過去３年間の最高値

検査頻度
大東配水場系

給水栓
天満配水場系

給水栓
陵西配水場系

給水栓

健
康
に
関
す
る
項
目

1 一般細菌 100個/㎖ 0 月1回 月1回 月1回2 大腸菌 不検出 検出せず
3 カドミウムおよびその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満

 22年度実施 23年度予定 21年度実施4 水銀およびその化合物 0.0005㎎/ℓ以下 0.00005未満
5 セレンおよびその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
6 鉛およびその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.002 年 4回 年1回 年1回
7 ヒ素およびその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満 22年度実施 23年度予定 21年度実施8 六価クロム化合物 0.05㎎/ℓ以下 0.005未満
9 シアン化物イオンおよび塩化シアン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満 年 4回 年 4回 年 4回
10 硝酸態窒素および亜硝酸態窒素 10㎎/ℓ以下 0.50

22年度実施 23年度予定 21年度実施
11 フッ素およびその化合物 0.8㎎/ℓ以下 0.06
12 ホウ素およびその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.02
13 四塩化炭素 0.002㎎/ℓ以下 0.0002未満
14 1,4- ジオキサン 0.05㎎/ℓ以下 0.005未満

15 シス -1,2- ジクロロエチレンおよび
トランス -1,2- ジクロロエチレン 0.04㎎/ℓ以下 0.002未満 年 4回 年 4回 年 4回

16 ジクロロメタン 0.02㎎/ℓ以下 0.001未満

22年度実施 23年度予定 21年度実施17 テトラクロロエチレン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
18 トリクロロエチレン 0.03㎎/ℓ以下 0.001未満
19 ベンゼン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
20 塩素酸 0.6㎎/ℓ以下 0.006未満

年 4回 年 4回 年 4回

21 クロロ酢酸 0.02㎎/ℓ以下 0.002未満
22 クロロホルム 0.06㎎/ℓ以下 0.005
23 ジクロロ酢酸 0.04㎎/ℓ以下 0.008
24 ジブロモクロロメタン 0.1㎎/ℓ以下 0.001
25 臭素酸 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
26 総トリハロメタン 0.1㎎/ℓ以下 0.009
27 トリクロロ酢酸 0.2㎎/ℓ以下 0.004未満
28 ブロモジクロロメタン 0.03㎎/ℓ以下 0.003
29 ブロモホルム 0.09㎎/ℓ以下 0.001未満
30 ホルムアルデヒド 0.08㎎/ℓ以下 0.01

性
状
に
関
す
る
項
目

31 亜鉛およびその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.005未満 22年度実施 23年度予定 21年度実施
32 アルミニウムおよびその化合物 0.2㎎/ℓ以下 0.04 年1回 年1回 年1回
33 鉄およびその化合物 0.3㎎/ℓ以下 0.005未満

22年度実施 23年度予定 21年度実施34 銅およびその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.005未満
35 ナトリウムおよびその化合物 200㎎/ℓ以下 4.9
36 マンガンおよびその化合物 0.05㎎/ℓ以下 0.001未満
37 塩化物イオン 200㎎/ℓ以下 11 月1回 月1回 月1回 
38 カルシウム,マグネシウム等（硬度） 300㎎/ℓ以下 47 年1回 年1回 年1回39 蒸発残留物 500㎎/ℓ以下 100
40 陰イオン界面活性剤 0.2㎎/ℓ以下 0.02未満 22年度実施 23年度予定 21年度実施
41 ジェオスミン 0.00001㎎/ℓ以下 0.000001未満 年 4回 年 4回 年 4回42 2- メチルイソボルネオール 0.00001㎎/ℓ以下 0.000004
43 非イオン界面活性剤 0.02㎎/ℓ以下 0.005未満 22年度実施 23年度予定 21年度実施44 フェノール類 0.005㎎/ℓ以下 0.005未満
45 有機物（全有機炭素 TOC の量） 3㎎/ℓ以下 0.6

月1回 月1回 月1回 

46 pH値 5.8 〜 8.6 7.3
47 味 異常なし 異常なし
48 臭気 異常なし 異常なし
49 色度 5度以下 1未満
50 濁度 2度以下 0.1未満

項目
No. 水質基準項目 目標値

検査頻度
大東配水場系
給水栓

天満配水場系
給水栓

陵西配水場系
給水栓

3 ニッケルおよびその化合物 0.01㎎/ℓ以下
22年度実施 23年度予定 21年度実施14 抱水クロラール 0.03㎎/ℓ以下

22 有機物質（KMnO4） 3㎎/ℓ以下

項目
No. 水質基準項目 評価 検査頻度 検査方法

1 色 異常なし 毎日 自己
2 濁り 異常なし 毎日 自己

3 消毒の残留効果
（残留塩素） 0.1㎎/ℓ以上 毎日 自己

【表2】毎日検査項目 【表1】水質管理目標設定項目

　
水
質
検
査
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
安
心
」
と
「
安
全
」
な
水

を
供
給
す
る
た
め
不
可
欠
で
、
水
道
水
の
水
質
管
理
を
お
こ
な
う

う
え
で
、
最
も
重
要
で
す
。	

　「
水
質
検
査
計
画
」
と
は
、
水
質
検
査
の
適
正
化
を
確
保
す
る

た
め
、
水
質
検
査
項
目
や
検
査
方
法
等
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
大
和
高
田
市
上
下
水
道
部
で
は
、
水
道
水
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、

水
質
検
査
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
検
査
結
果
の
公
表
と
あ

わ
せ
、
水
道
水
が
水
質
基
準
に
適
合
し
、
安
全
で
あ
る
こ
と
を
、

さ
ら
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
公
表
を
お
こ
な
い
ま
す
。	

１
、基
本
方
針

　

清
浄
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、

施
設
の
管
理
を
適
正
に
お
こ
な
い
、

水
道
法
を
遵
守
す
る
こ
と
を
基
本

に
、
適
正
な
水
質
項
目
の
選
定
・

検
査
頻
度
・
採
水
地
点
の
選
定
を

お
こ
な
い
ま
す
。
さ
ら
に
適
切
な

判
断
に
よ
り
、
需
用
家
が
安
心
、

信
頼
し
て
利
用
で
き
る
水
道
を
め

ざ
し
ま
す
。	

２
、水
道
事
業
の
概
要	

	

①
水
源
は
、
奈
良
県
営
水
道
か
ら

　

１
０
０
％
受
水

②
配
水
場
は
、
市
内
３
か
所

　

各
配
水
場
の
１
日
配
水
施
設
能
力

 

● 

大
東
配
水
場 

：
１
０
、０
０
０
㎥

 

● 

天
満
配
水
場 

：
１
３
、０
０
０
㎥

 

● 

陵
西
配
水
場 
：
１
５
、０
０
０
㎥

３
、水
道
水
の
状
況

①
水
道
水
は
、
奈
良
県
水
道
局
御

所
浄
水
場
か
ら
受
水
し
て
い
ま
す
。

御
所
浄
水
場
の
水
質
は
、
奈
良
県

水
道
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
水
質
検

査
結
果
を
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
水
道
水
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
査

結
果
か
ら
、
水
質
基
準
を
十
分

満
足
し
て
お
り
、
安
全
で
良
質

な
水
で
す
。

４
、

 

水
質
検
査
項
目
、
検
査
頻
度

　

水
質
基
準
が
適
用
さ
れ
る
水
質

　

検
査
項
目
と
検
査
頻
度

①
水
質
検
査
項
目		

  

　

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項
目

（
50
項
目
）【
表
３
】
お
よ
び

毎
日
検
査
項
目
【
表
２
】
の
水

質
検
査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

②
検
査
頻
度		


 

● 

法
令
に
基
づ
く
水
質
基
準
項

目
【
表
３
】
の
項
目 

№
１
、２
、

37
、
45
～
50
の
検
査
は
、
毎
月

１
回
お
こ
な
い
ま
す
。

 

● 【
表
３
】
内
で
前
記
の
項
目
お

よ
び
省
略
不
可
項
目
（
№
９
、

15
、
20
～
30
、
41
、
42
）
以

外
は
、
年
４
回
以
上
お
こ
な
う

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
過

去
３
年
間
の
検
査
結
果
が
基
準

値
の 

１
/
10
以
下
の
場
合
に

は
、
３
年
に
１
回
、
1
/
10
超

過
1
/
5
以
下
の
場
合
に
は
、

年
に
１
回
ま
で
検
査
頻
度
を
緩

和
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

 

● 

法
令
に
基
づ
く
毎
日
検
査
項
目 

【
表
２
】
の
色
、
濁
り
、
消
毒
の

残
留
効
果
（
残
留
塩
素
）
の
検

査
は
、１
日
１
回
お
こ
な
い
ま
す
。

◎
水
質
管
理
目
標
設
定
項
目  

　

水
質
基
準
に
は
該
当
し
な
い
も

の
の
、
よ
り
質
の
高
い
水
道
水
を

め
ざ
す
た
め
、
水
質
管
理
上
留
意

す
べ
き
項
目
で
す
。 

水
質
管
理
目

標
設
定
項
目
【
表
１
】 

の
水
質
検

査
を
お
こ
な
い
ま
す
。

５
、水
質
検
査
の
方
法

①
上
下
水
道
部
で
自
己
検
査
を

お
こ
な
う
項
目	

	
	

毎
日
検
査
（
水
道
法
の
規
定

に
よ
る
毎
日
検
査
項
目
）

②
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン

タ
ー
組
合
（
一
部
事
務
組
合
）

に
委
託
す
る
検
査  

　

水
質
基
準
項
目
（
検
査
区
分
： 

毎
月
検
査
・
項
目
検
査
）

   

水
質
管
理
目
標
設
定
項
目

６
、臨
時
検
査			



　

水
道
水
が
、
次
の
よ
う
な
水
質

変
化
が
あ
り
水
質
基
準
に
適
合
し

な
い
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、
必
要

に
応
じ
て
臨
時
の
水
質
検
査
を
お

こ
な
い
ま
す
。

①
定
期
検
査
で
水
質
異
常
が
判
明

し
た
場
合

②
水
道
施
設
が
著
し
く
汚
染
さ
れ

た
恐
れ
が
あ
る
と
き

③
原
因
不
明
の
色
お
よ
び
濁
り

等
、
水
質
が
著
し
く
悪
化
し
た

と
き

④
給
水
区
域
お
よ
び
そ
の
周
辺
で

消
化
器
系
伝
染
病
が
流
行
し
て

い
る
と
き	

※
臨
時
の
水
質
検
査
は
、
速
や
か

に
実
施
し
、
水
質
異
常
が
終
息

し
、
蛇
口
の
水
の
安
全
性
が
確

認
さ
れ
る
ま
で
お
こ
な
い
ま
す
。

７
、水
質
検
査
計
画
お
よ
び

　

  

検
査
結
果
の
公
表　

　

水
質
検
査
計
画
お
よ
び
水
質

検
査
の
結
果
は
、
広
報
誌
で
公
表

し
ま
す
。

水
質
検
査
計
画

平
成
23
年
度
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上水道事業の概要と水質検査計画上水道事業の概要と水質検査計画

項目
No. 水質基準項目 基準値 過去３年間の最高値

検査頻度
大東配水場系

給水栓
天満配水場系

給水栓
陵西配水場系

給水栓

健
康
に
関
す
る
項
目

1 一般細菌 100個/㎖ 0 月1回 月1回 月1回2 大腸菌 不検出 検出せず
3 カドミウムおよびその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満

 22年度実施 23年度予定 21年度実施4 水銀およびその化合物 0.0005㎎/ℓ以下 0.00005未満
5 セレンおよびその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
6 鉛およびその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.002 年 4回 年1回 年1回
7 ヒ素およびその化合物 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満 22年度実施 23年度予定 21年度実施8 六価クロム化合物 0.05㎎/ℓ以下 0.005未満
9 シアン化物イオンおよび塩化シアン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満 年 4回 年 4回 年 4回
10 硝酸態窒素および亜硝酸態窒素 10㎎/ℓ以下 0.50

22年度実施 23年度予定 21年度実施
11 フッ素およびその化合物 0.8㎎/ℓ以下 0.06
12 ホウ素およびその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.02
13 四塩化炭素 0.002㎎/ℓ以下 0.0002未満
14 1,4- ジオキサン 0.05㎎/ℓ以下 0.005未満

15 シス -1,2- ジクロロエチレンおよび
トランス -1,2- ジクロロエチレン 0.04㎎/ℓ以下 0.002未満 年 4回 年 4回 年 4回

16 ジクロロメタン 0.02㎎/ℓ以下 0.001未満

22年度実施 23年度予定 21年度実施17 テトラクロロエチレン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
18 トリクロロエチレン 0.03㎎/ℓ以下 0.001未満
19 ベンゼン 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
20 塩素酸 0.6㎎/ℓ以下 0.006未満

年 4回 年 4回 年 4回

21 クロロ酢酸 0.02㎎/ℓ以下 0.002未満
22 クロロホルム 0.06㎎/ℓ以下 0.005
23 ジクロロ酢酸 0.04㎎/ℓ以下 0.008
24 ジブロモクロロメタン 0.1㎎/ℓ以下 0.001
25 臭素酸 0.01㎎/ℓ以下 0.001未満
26 総トリハロメタン 0.1㎎/ℓ以下 0.009
27 トリクロロ酢酸 0.2㎎/ℓ以下 0.004未満
28 ブロモジクロロメタン 0.03㎎/ℓ以下 0.003
29 ブロモホルム 0.09㎎/ℓ以下 0.001未満
30 ホルムアルデヒド 0.08㎎/ℓ以下 0.01

性
状
に
関
す
る
項
目

31 亜鉛およびその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.005未満 22年度実施 23年度予定 21年度実施
32 アルミニウムおよびその化合物 0.2㎎/ℓ以下 0.04 年1回 年1回 年1回
33 鉄およびその化合物 0.3㎎/ℓ以下 0.005未満

22年度実施 23年度予定 21年度実施34 銅およびその化合物 1.0㎎/ℓ以下 0.005未満
35 ナトリウムおよびその化合物 200㎎/ℓ以下 4.9
36 マンガンおよびその化合物 0.05㎎/ℓ以下 0.001未満
37 塩化物イオン 200㎎/ℓ以下 11 月1回 月1回 月1回 
38 カルシウム,マグネシウム等（硬度） 300㎎/ℓ以下 47 年1回 年1回 年1回39 蒸発残留物 500㎎/ℓ以下 100
40 陰イオン界面活性剤 0.2㎎/ℓ以下 0.02未満 22年度実施 23年度予定 21年度実施
41 ジェオスミン 0.00001㎎/ℓ以下 0.000001未満 年 4回 年 4回 年 4回42 2- メチルイソボルネオール 0.00001㎎/ℓ以下 0.000004
43 非イオン界面活性剤 0.02㎎/ℓ以下 0.005未満 22年度実施 23年度予定 21年度実施44 フェノール類 0.005㎎/ℓ以下 0.005未満
45 有機物（全有機炭素 TOC の量） 3㎎/ℓ以下 0.6

月1回 月1回 月1回 

46 pH値 5.8 〜 8.6 7.3
47 味 異常なし 異常なし
48 臭気 異常なし 異常なし
49 色度 5度以下 1未満
50 濁度 2度以下 0.1未満

【表3】平成23年度水質基準項目　検査予定・過去の検査結果

省略不可項目 過去の検査結果から3年に1回 過去の検査結果から1年に1回

　　　　　　　　　　　　　〔上下水道部水道部門〕


